
ビジネスキャリア学科
1　教育課程（カリキュラム）ビジネスキャリア学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数1年 2年
前期 後期 前期 後期 必修 選択 自由

教
養
教
育
分
野

※
選
択
科
目
を
２
単
位
以
上

人間と文化

日本語表現法 15 ○ 1
英語 15 ○ 1
中国語 15 ○ 2
韓国語 15 ○ 2

人間と社会 法律入門 15 ○ 2
現代の社会 15 ○ 2

人間と科学
数理リテラシー 15 ○ 1
情報処理 15 ○ 1
ウェルネス・リテラシー 15 ○ 2

教養教育分野　計 8 6

専
門
教
育
分
野
※
２

※
【
専
門
教
育
分
野
＋
演
習
分
野
】
か
ら
選
択
科
目
を
29
単
位
以
上

基礎科目

人間関係論 15 ○ 2
心理学 15 ○ 2
ホスピタリティ論 15 ○ 2
プレゼンテーション演習 15 ○ 2
情報処理応用演習 15 ○ 2
地域連携概論 15 ○ 2
ビジネスマナー 15 ○ 2
民法 15 ○ 2
金融リテラシー入門 15 ○ 2

基幹科目

経済学 15 ○ 2
会計学 15 ○ 2
経営学 15 ○ 2
現代企業論 15 ○ 2
ビジネス実務総論 15 ○ 2
ビジネス法務入門 15 ○ 2
税金入門 15 ○ 2
社会保障論 15 ○ 2

展開科目

ビジネス文書実務 15 ○ 2
秘書実務Ⅰ 15 ○ 2
秘書実務Ⅱ 15 ○ 2
情報テクノロジー 15 ○ 2
DX 経営論 15 ○ 2
データサイエンス入門 15 ○ 2
情報処理実務 15 ○ 2
メディアデザイン論 15 ○ 2
広告デザイン演習 15 ○ 2
メディアコンテンツ演習 15 ○ 2
基礎簿記 15 ○ 2
上級簿記Ⅰ 15 ○ 2
上級簿記Ⅱ 15 ○ 2
簿記演習Ⅰ 15 ○ 2
簿記演習Ⅱ 15 ○ 2
医療事務入門 15 ○ 2
診療報酬請求演習Ⅰ 15 ○ 2
診療報酬請求演習Ⅱ 15 ○ 2
レセコン演習 15 ○ 2
コミュニケーション心理 15 ○ 2
ビジネス心理 15 ○ 2
ビジネスコミュニケーション 15 ○ 2
ビューティビジネス論 15 ○ 2
マーケティング 15 ○ 2
広告論 15 ○ 2
流通論Ⅰ 15 ○ 2
流通論Ⅱ 15 ○ 2
公務員対策Ⅰ 15 ○ 2
公務員対策Ⅱ 15 ○ 2
公務員対策Ⅲ 15 ○ 2
公務員対策演習Ⅰ 15 ○ 2
公務員対策演習Ⅱ 15 ○ 2
スポーツビジネス論 15 ○ 2

専門教育分野　計 18 82

演
習
分
野
※
２

演習科目

インターンシップと地域企業研究 15 ○ 1
基礎キャリア形成 15 ○ 1
数理リテラシー上級 15 ○ 1
実践キャリア形成Ⅰ 15 ○ 1
実践キャリア形成Ⅱ 15 ○ 1
初年次ゼミ 15 ○ 1
社会人基礎力演習 15 ○ 1
ゼミナールⅠ 15 ○ 1
ゼミナールⅡ　　　　 15 ○ 1
ゼミナールⅢ 15 ○ 1

演習分野　計 5 5
総計（卒業要件62単位以上） 31 93

  

Ⅲ 履修について



2　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）ビジネスキャリア学科に2年以上在学すること

◦　休学期間は在学期間に含めません。

◦　在学期間は４年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

 　必修科目31単位及び選択科目31単位以上、合計62単位以上を「教養教育分野」、「専門教育分野」

及び「演習分野」から以下のとおり修得すること。

教養教育分野
（必修）8単位
（選択）2単位以上

専門教育分野 （必修）23単位
（選択）29単位以上演習分野

卒業要件：62単位以上

3　卒業要件充足に伴う学位
ビジネスキャリア学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（ビジネスキャリア

学）の学位が与えられます。

4　履修登録単位数の上限
ビジネスキャリア学科では学生の皆さんが適切に授業科目を履修できるように、年間の履修登録単

位数の上限を50単位と定めています。

履修登録を確定する際には、上限を超えないように注意してください。

5　履修モデル
ビジネスキャリア学科では、学生の皆さんが卒業までの2年間で、自分の興味や関心にしたがって

学修を進めやすいように各種推奨履修モデルを用意しています。志望する業界が決まっている場合に

は、それに見合ったモデル中心に受講する科目を決めると良いでしょう。もちろん、各モデルを横断

して自分が学びたい科目を選ぶこともできます。モデルの特徴を理解し、シラバスで学ぶ内容を確認

して、自分自身が満足できる履修プランを作成しましょう。

オフィスワークモデル

多岐にわたるオフィスワークの基礎知識と実務能力習得の他、多種多様なビジネスシーンに適応できる確

かな対人スキルを磨き、オフィスワーカーとして実践できる能力を身につけることを目指します。

IT ビジネスモデル

ビジネスの現場で欠かせない IT の基礎知識とソフトウェアの活用力を身につけ、即戦力として活躍できる

人材を目指します。
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1　教育課程（カリキュラム）
こども学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数
1年 2年

必修 選択
前期 後期 前期 後期

教
養
教
育
分
野

人間と文化
※3単位必修

英語Ⅰ 15 ○ 1
英語Ⅱ 15 ○ 1
日本語表現法 15 ○ 1

人間と社会
※４単位必修

日本国憲法 15 ○ 2
現代の社会 8 ○ 1
法律入門 8 ○ 1

人間と科学
※5単位必修

体育基礎 8 ○ 1
体育実技 15 ○ 1
情報処理Ⅰ 15 ○ 1
情報処理Ⅱ 15 ○ 1
レクリエーション論 8 ○ 1
数理リテラシー 8 ○ 1

専
門
教
育
分
野

幼児教育の基礎
※４単位以上選択

幼児と環境 15 ○ 2
幼児と健康 8 ○ 1
幼児と表現 15 ○ 2
幼児と人間関係 8 ○ 1

基礎技能
※2単位以上選択

音楽表現Ⅰ 15 ○ 1
音楽表現Ⅱ 15 ○ 1
音楽表現Ⅲ 15 ○ 1
造形表現 15 ○ 1
総合表現演習Ⅰ 15 ○ 1
総合表現演習Ⅱ 15 ○ 1

教育及び保育の本質
※6単位必修

教職論 15 ○ 2
保育原理 15 ○ 2
教育原理 15 ○ 2
社会福祉 15 ○ 2

教育及び保育の制度
※2単位以上選択

教育制度論 8 ○ 1
子ども家庭福祉 15 ○ 2
社会的養護Ⅰ 15 ○ 2

教育及び保育の対象理解
※3単位必修

子ども理解の理論と方法 15 ○ 1
生涯発達心理学Ⅰ 15 ○ 2
生涯発達心理学Ⅱ 15 ○ 2
乳児保育Ⅰ 15 ○ 2

教育及び保育の計画と方法
※12単位必修

カリキュラム論 15 ○ 2
保育内容の指導法（総論） 15 ○ 1
保育内容の指導法（健康） 15 ○ 1
保育内容の指導法（人間関係） 15 ○ 1
保育内容の指導法（環境） 15 ○ 1
保育内容の指導法（言葉） 15 ○ 1
保育内容の指導法（表現） 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅰ 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅱ 15 ○ 1
乳児保育Ⅱ 15 ○ 1
教育相談 15 ○ 1
教育方法論 15 ○ 2
社会的養護Ⅱ 15 ○ 1
子どもの保健 15 ○ 2
子どもの健康と安全 15 ○ 1
家庭支援論 15 ○ 2
子どもの食と栄養 30 ○ 2
子育て支援 15 ○ 1

総括科目 保育・教職実践演習（幼稚園） 15 ○ 2

実習

保育実習Ⅰ（保育所） 集中 ○ 2
保育実習Ⅰ（施設） 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅰ 15 ○ 2
保育実習Ⅱ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅱ 15 ○ 1
保育実習Ⅲ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅲ 15 ○ 1
教育実習Ⅰ 集中 ○ 1
教育実習指導Ⅰ 10 ○ 1
教育実習Ⅱ 集中 ○ 3
教育実習指導Ⅱ 15 ○ 1

ゼミナール
基礎演習Ⅰ 30 ○ 2
基礎演習Ⅱ 30 ○ 2

総計（卒業要件62単位以上） 37 55
※本学では「保育実習Ⅱ」と「保育実習指導Ⅱ」を履修することができる。
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2　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）こども学科に2年以上在学すること

◦　 休学期間は在学期間に含めません。

◦　 在学期間は４年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること

必修科目37単位及び選択科目25単位以上、合計62単位以上を「教養教育分野」及び「専門教育分

野」から修得すること

ただし、卒業要件となる62単位以上のうち、45単位については、下表に定める科目区分ごとの単

位数を修得しなければなりません。

※資格取得に必要な単位は、卒業に必要な単位とは別に規定されています。履修規程を参照してくだ

さい。

【卒業要件62単位以上のうち規定されている45単位】

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）12単位

専門教育分野

幼児教育の基礎 （選択）４単位

基礎技能 （選択）2単位

教育及び保育の本質 （必修）6単位

教育及び保育の制度 （選択）2単位

教育及び保育の対象理解 （必修）3単位

教育及び保育の計画と方法 （必修）12単位

ゼミナール （必修）４単位

3　卒業要件充足に伴う学位
こども学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（こども学）の学位が与えられ

ます。

4　履修登録単位数の上限
こども学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履

修登録単位数の上限を54単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　保育・教職実践演習（幼稚園）の履修について
「保育・教職実践演習（幼稚園）」（2年次後期）は、保育士、幼稚園教諭としての必要な資質を身に

つけ、総まとめをする科目です。
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歯科衛生学科
1　教育課程（カリキュラム）

歯科衛生学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年 3年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
教
育
分
野

人間と文化

日本語表現法 15 ○ 1
英語Ⅰ 15 ○ 1
英語Ⅱ 10 ○ 1
医療手話 10 ○ 1

人間と社会

法律入門 8 ○ 1
現代の社会 8 ○ 1
コミュニケーション演習 10 ○ 1
心理学 10 ○ 1

人間と科学

数理リテラシー 8 ○ 1
保健統計学 8 ○ 1
情報処理 15 ○ 1
化学 10 ○ 1
スポーツレクリエーション 10 ○ 1

専
門
教
育
分
野

専
門
支
持
科
目

人体の構造と機能
解剖学 15 ○ 2
生理学 15 ○ 1
組織発生学 10 ○ 1

歯・口腔の構造と機能
口腔解剖学 20 ○ 2
口腔生理学 15 ○ 2
歯牙解剖学 10 ○ 1

疾病の成り立ちと回復

病理学 15 ○ 1
微生物学 15 ○ 1
薬理学 15 ○ 1
栄養学 10 ○ 1
生化学 10 ○ 1
一般臨床医学 10 ○ 1

健康と予防に関わる
人間の社会の仕組み

衛生学・公衆衛生学 15 ○ 1
口腔衛生学 30 ○ 2
地域保健 15 ○ 2
衛生行政・社会福祉・社会保障 15 ○ 2
人間関係論 10 ○ 1

専
門
展
開
科
目

歯科衛生士概論 歯科衛生士概論 15 ○ 2

臨床歯科医学

歯内療法学 10 ○ 1
保存修復学 10 ○ 1
歯周療法学 15 ○ 1
歯科補綴学 15 ○ 1
口腔外科学 15 ○ 1
歯科矯正学 15 ○ 1
小児歯科学 15 ○ 1
高齢者口腔保健学 10 ○ 1
障害者口腔保健学 10 ○ 1
歯科放射線学 10 ○ 1
口腔衛生管理 10 ○ 1

歯科予防処置論

歯科予防処置法 30 ○ 2
う蝕予防処置法（臨床基礎） 10 ○ 1
歯周病予防法（臨床基礎） 30 ○ 2
う蝕予防処置法（臨床応用） 10 ○ 1
歯周病予防法（臨床応用） 20 ○ 2

歯科保健指導論

保健指導論 15 ○ 1
保健指導演習Ⅰ（臨床基礎） 15 ○ 1
保健指導演習Ⅱ（臨床応用） 30 ○ 2
保健指導演習Ⅲ（臨床総合） 30 ○ 2
口腔リハビリテーション論 10 ○ 1
口腔リハビリテーション演習 10 ○ 1

歯科診療補助論

歯科診療補助法（基礎知識） 20 ○ 2
歯科診療補助演習Ⅰ（基本技術） 20 ○ 2
歯科診療補助演習Ⅱ（臨床技術） 30 ○ 2
歯科診療補助演習Ⅲ（臨床総合） 20 ○ 2
感染予防法 10 ○ 1
臨床検査法 10 ○ 1
救急法・救急蘇生法 15 ○ 1
介護技術の基礎 15 ○ 1
審美歯科演習 10 ○ 1

実習

臨地実習Ⅰ（臨床基礎） 集中 ○ ４
臨地実習Ⅱ（臨床応用） 集中 ○ 8
臨地実習指導（臨床応用） 15 ○ 1
臨地実習Ⅲ（臨床総合） 集中 ○ 8
臨地実習指導（臨床総合） 15 ○ 1

特別科目
歯科衛生研究法Ⅰ（臨床基礎） 15 ○ 1
歯科衛生研究法Ⅱ（臨床応用） 15 ○ 1

総計（卒業要件100単位以上） 93 9
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Ⅲ 履修について

― 88 ―

　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）歯科衛生学科に３ 年以上在学すること。

 在学期間は６年を超えることができません。

学長が特別な事情であると認める場合を除き、同一学年に２年を超えて在学することはできま

せん。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

及び選択科目７単位以上、合計100単位以上を「教養教育分野」及び「専門教育位単39目科修必　 

分野」から修得すること。

【卒業要件100単位以上のうち規定されている93単位】

科目区分 単位数

教養教育分野（必修） 10単位

専門教育分野
専門支持科目 （必修）22単位

専門展開科目 （必修）61単位

　卒業要件充足に伴う資格と学位
歯科衛生学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、歯科衛生士国家試験の受験資格が得られ

るとともに、短期大学士（歯科衛生学）の学位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
歯科衛生学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数の上

限を41単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

　臨地実習
（1）臨地実習の履修要件

実習科目 履修要件

臨地実習Ⅱ（臨床応用）（２年次） １年次のすべての必修科目の単位を修得していること

臨地実習Ⅲ（臨床総合）（３年次） ２年次までのすべての必修科目の単位を修得していること

（2）臨地実習施設への実習生配置

臨地実習施設（以下「施設」という。）への実習生配置は、施設の専門性、実習生の適性、教育的効

果及び施設の所在地等を勘案した上で配置します。

（3）出席すべき時間

臨地実習期間における出席すべき時間は１年次180時間、２年次360時間、３年次360時間、計

900時間でなければなりません。

休学期間は在学期間に含めません。
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栄養学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　　　栄養学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年
前期 後期 前期 後期 必修 自由

教
養
教
育
分
野

人間と文化
日本語表現法 15 ○ 1
英語 15 ○ 1

人間と社会

現代の社会 8 ○ 1
法律入門 8 ○ 1
ビジネスマナー 10 ○ 1
人間関係論 10 ○ 1

人間と科学
情報処理 15 ○ 1
数理リテラシー 8 ○ 1

専
門
教
育
分
野

専門支持科目

食生活論 10 ○ 1
社会福祉概論 10 ○ 1
公衆衛生学 15 ○ 2
生理学 15 ○ 2
解剖学 10 ○ 1
腸と微生物 10 ○ 1
生化学 15 ○ 2
生化学実験 11 ○ 1
医学概論 10 ○ 1

専門基礎科目

食品学 15 ○ 2
食品学実験 11 ○ 1
栄養学 15 ○ 2
栄養学実験 11 ○ ○ 1
ライフステージ栄養学 15 ○ 2
ライフステージ栄養学実習 15 ○ 1
栄養教育論 15 ○ 2
調理学 15 ○ 2
調理学実習Ⅰ（基礎） 12 ○ 1
給食計画実務論 15 ○ 2
給食管理実習Ⅰ（基礎） 15 ○ 1
スポーツとウェルネス 8 ○ 1

専門展開科目

食品衛生学 15 ○ 2
食品衛生学実験 11 ○ 1
食品加工学 10 ○ 1
食品加工実習 12 ○ ○ 1
臨床栄養学 15 ○ 2
臨床栄養学実習 15 ○ 1
公衆栄養学概論 15 ○ 2
栄養教育実習 12 ○ 1
調理学実習Ⅱ（応用） 12 ○ 1
給食管理実習Ⅱ（応用） 15 ○ 1
食品とアレルギー 10 ○ 1
子どもと食育 15 ○ 2
摂食・嚥下機能と口腔ケア 10 ○ 1
スポーツと栄養 15 ○ 2
フードマーケティング演習 8 ○ 1
フードコーディネート論 8 ○ 1

実践科目

校外実習 集中 ○ ○ 1
調理学実習Ⅲ（実践） 12 ○ 1
栄養基礎演習 20 ○ ○ 2
栄養総合演習 30 ○ ○ 2

総計（卒業要件62単位以上） 62 3
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）栄養学科に２年以上在学すること。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）８単位

専門教育分野

専門支持科目 （必修）12単位

専門基礎科目 （必修）17単位

専門展開科目 （必修）19単位

実践科目 （必修）６単位

　卒業要件充足に伴う資格と学位
栄養学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、栄養士の資格を取得できるとともに、短期大

学士（栄養学）の学位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
栄養学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数の上限を

37単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

　校外実習
（1）履修要件

Ⅲ 履修について

　校外実習を履修するためには、１年次の全ての専門科目の単位を修得していることが条件にな

ります。ただし、不合格科目が５科目未満の場合は、学科の判断により、実習を認める場合があ

ります。また、校外実習を履修する際には、栄養総合演習の事前指導を必ず受講する必要があり

ます。

　必修科目62単位を「教養教育分野」及び「専門教育分野」から以下のとおり修得すること。

卒業要件：62単位
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観光ビジネス学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　観光ビジネス学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数1年 2年
前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
教
育
分
野

人間と文化

日本語表現法 15 ○ 1
英語Ⅰ 15 ○ 1
東北学 15 ○ 2
歴史と文化 15 ○ 2

人間と社会
法律入門 15 ○ 2
現代の社会 15 ○ 2
コミュニケーション論 15 ○ 2

人間と科学 情報処理 15 ○ 1
数理リテラシー 15 ○ 1

専
門
教
育
分
野

基礎科目

経営学入門 15 ○ 2
マーケティング 15 ○ 2
観光概論 15 ○ 2
観光ビジネス論 15 ○ 2
国内観光地理 15 ○ 2
国際観光論 15 ○ 2
イベント・プロデュース論 15 ○ 2
実践文章作成演習 15 ○ 1
フィールドワーク概論 15 ○ 2
金融リテラシー入門 15 ○ 2

基幹科目

英語Ⅱ 15 ○ 1
観光ビジネス英会話 15 ○ 2
ビジネスマナー 15 ○ 2
情報機器演習 15 ○ 1

展開科目

旅行ビジネス実務 15 ○ 2
エアラインビジネス実務 15 ○ 2
鉄道ビジネス実務 15 ○ 2
宿泊ビジネス実務 15 ○ 2
ホテル・ブライダルサービス 15 ○ 2
ホテル経営 15 ○ 2
ブライダルビジネス実務 15 ○ 2
ウェディングブライダル演習 15 ○ 1
秘書実務 15 ○ 2
テーマパークビジネス 15 ○ 2
旅行業法 15 ○ 2
旅行業約款 15 ○ 2
国内運賃・旅費計算 15 ○ 2
国内観光資源 15 ○ 2
旅行業務演習 15 ○ 1
海外観光地理 15 ○ 2
旅程管理 15 ○ 2
東南アジアの言語と文化 15 ○ 2
韓国語会話Ⅰ 15 ○ 1
韓国語会話Ⅱ 15 ○ 1
中国語会話Ⅰ 15 ○ 1
中国語会話Ⅱ 15 ○ 1
フランス語会話 15 ○ 1
英会話基礎 15 ○ 1
英会話応用 15 ○ 1
観光英語 15 ○ 1
TOEIC 演習 15 ○ 1
おもてなし英語 15 ○ 2
観光英語ガイド基礎 15 ○ 2
観光インターンシップ 集中 ○ 1
海外研修 集中 ○ 1

演
習
分
野

演習科目

基礎キャリア形成ゼミ 15 ○ 1
実践キャリア形成ゼミ 15 ○ 1
初年次ゼミ 15 ○ 1
観光研修Ⅰ 15 ○ 1
観光研修Ⅱ 15 ○ 1
観光ゼミⅠ 15 ○ 1
観光ゼミⅡ 15 ○ 1
観光ゼミⅢ 15 ○ 1

総計（卒業要件62単位以上） 42 54
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）観光ビジネス学科に２年以上在学すること。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

中の」野分習演「」野分育教門専「」野分育教養教「を上以位単20目科択選び及位単42目科修必　 

から以下の通り修得すること。

※１※２「基礎科目」「展開科目」の選択科目を合わせて20単位以上修得する

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）14単位

基礎科目
（必修）14単位
（選択）※１

基幹科目 （必修）６単位

演習科目 （必修）８単位

展開科目 （選択）※２

卒業要件：62単位以上

　卒業要件充足に伴う資格と学位
観光ビジネス学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（観光ビジネス学）の学

位が与えられます。

　履修登録単位数の上限
観光ビジネス学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数

の上限を50単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

　履修モデル
観光ビジネス学科では、学生の皆さんが社会の一員として旅立つ前に、自分の興味や関心にしたがっ

て学修をすすめやすいように、ホテル・リゾートモデル、ブライダル・ウェディングモデル、旅行・

テーマパークモデル、エアライン・交通モデル、グローバル・コミュニケーションモデルという５種

類の履修モデルがあります。

各履修モデルは、一例であり、履修登録の参考にしてください。

Ⅲ 履修について

演習分野
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現代英語学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　現代英語学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年
前期 後期 前期 後期 必修 選択

教
養
教
育
分
野

人間と文化
日本語表現法 15 ○ 1
World Mythology 15 ○ 2
歴史と文化 15 ○ 2

人間と社会

心理学 15 ○ 2
法律入門 8 ○ 1
現代の社会 8 ○ 1
Critical Thinking 15 ○ 2

人間と科学 情報処理 15 ○ 1
数理リテラシー 8 ○ 1

専
門
教
育
分
野

専門基礎科目

Oral Communication Ⅰ 15 ○ 1
Oral Communication Ⅱ 15 ○ 1
Listening Ⅰ 15 ○ 1
Listening Ⅱ 15 ○ 1
Reading Ⅰ 15 ○ 1
Reading Ⅱ 15 ○ 1
Grammar Ⅰ 15 ○ 1
Grammar Ⅱ 15 ○ 1

専門展開科目

Oral Communication Ⅲ 15 ○ 2
Oral Communication Ⅳ 15 ○ 2
Listening Ⅲ 15 ○ 2
Listening Ⅳ 15 ○ 2
Reading Ⅲ 15 ○ 2
Reading Ⅳ 15 ○ 2
Business Communication 15 ○ 2
Essay Writing 15 ○ 2
Speaking Skills Ⅰ 15 ○ 2
Speaking Skills Ⅱ 15 ○ 2
Extensive Reading 15 ○ 2
English for Tourism 15 ○ 2
Chorus English 15 ○ 2
English through Plays 15 ○ 2
英米文学概論 15 ○ 2
英語史概論 15 ○ 2
Vocabulary Building 15 ○ 2
Teaching English to Children 15 ○ 2
British Studies 15 ○ 2
American Studies 15 ○ 2
International Studies 15 ○ 2
海外研修 集中 ○ 2
海外研修（個人） 集中 ○ 1
認定留学 集中 ○ ４

関連科目

ビジネスプロトコール 15 ○ 2
秘書実務 15 ○ 2
観光ビジネス論 15 ○ 2
ホスピタリティ論 15 ○ 2
フランス語Ⅰ 15 ○ 1
フランス語Ⅱ 15 ○ 1

演
習
分
野

演習科目

キャリア形成演習Ⅰ 15 ○ 1
キャリア形成演習Ⅱ 15 ○ 1
基礎ゼミ 15 ○ 1
TOEIC Ⅰ 15 ○ 1
STEP Ⅰ 15 ○ 1
TOEIC Ⅱ 15 ○ 1
STEP Ⅱ 15 ○ 1
TOEIC Ⅲ 15 ○ 1

総計（卒業要件62単位以上） 34 54
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2　卒業要件
　 　卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

　　（1）現代英語学科に2年以上在学すること。

　　　　◦　休学期間は在学期間に含めません。

　　　　◦　在学期間は４年を超えることができません。

　　（2）卒業に必要な単位を修得すること。

　　　 　必修科目34単位及び選択科目28単位以上、合計62単位以上を「教養教育分野」「専門教育分野」 

「演習分野」から修得すること。

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）11単位

専門教育分野

専門基礎科目 （必修）8単位

専門展開科目
（必修）10単位

（選択）22単位以上

関連科目
（必修）2単位

（選択）４単位以上

演習分野
（必修）3単位

（選択）2単位以上

卒業要件：62単位以上

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
　 　現代英語学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（英語）の学位が与えられます。

4　履修登録単位数の上限
　 　現代英語学科では、各年次にわたって適切に授業科目を履修するよう、年間の履修登録単位数の上限を

48単位と定めています。

　 　履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　海外研修
　 　長期休暇を利用して、英語圏での海外研修を予定しています。詳細については、別途オリエンテーショ

ンで案内します。

　 　海外研修として所定の授業、活動に参加して修了した場合、「海外研修」（2単位）の科目の単位が認定

されます。また、長期休暇を利用した個人での海外留学や研修についても、所定の条件を満たした場合、

申請に基づき、「海外研修（個人）」（1単位）の科目の単位が認定されます。認定条件などの詳細は各科目

のシラバスを参照ください。
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言語聴覚学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　言語聴覚学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数
1年 2年 3年 必修 選択前期 後期 前期 後期 前期 後期

教
養
教
育
分
野

人間と文化

人間関係論 15 ○ 2
英語 15 ○ 1
日本語表現法 15 ○ 1
歴史と文化 8 ○ 1

人間と社会

現代の社会 8 ○ 1
法律入門 8 ○ 1
学習の基礎 8 ○ 1
倫理学 8 ○ 1

人間と科学

統計と疫学 15 ○ 2
数理リテラシー 8 ○ 1
情報処理 15 ○ 1
自然科学概論 15 ○ 2

専
門
教
育
分
野

専
門
支
持
科
目

人体の仕組み・
疾病と治療

医療概論 15 ○ 1
病理学 15 ○ 1
解剖・生理学 15 ○ 1
内科学 15 ○ 1
栄養学 8 ○ 1
臨床神経学 15 ○ 1
小児科学 15 ○ 1
精神医学 15 ○ 1
リハビリテーション医学 15 ○ 1
耳鼻咽喉科学 15 ○ 1
形成外科学 15 ○ 1
臨床歯科医学・口腔外科学 15 ○ 1
呼吸発声発語系の構造・機能・病態 15 ○ 1
聴覚系の構造・機能・病態 15 ○ 1
神経系の構造・機能・病態 15 ○ 1

心の働き

臨床心理学 15 ○ 1
心理学 15 ○ 1
生涯発達心理学 15 ○ 1
聴覚心理学 15 ○ 1
神経心理学 15 ○ 1
心理測定法 15 ○ 1
認知・学習心理学 15 ○ 1

言語とコミュニケー
ション

言語学 15 ○ 1
日本語文法学 8 ○ 1
音声学 15 ○ 1
音声・言語学総論 15 ○ 1
音声表記・分析学 15 ○ 1
音響学 15 ○ 1
言語発達学 15 ○ 1
拡大・代替コミュニケーション 15 ○ 1
視覚言語論 8 ○ 1

社会保障・教育と
リハビリテーション 社会保障・教育とリハビリテーション 15 ○ 1

専
門
展
開
科
目

言語聴覚障害学総論 言語聴覚障害学総論 30 ○ 2

言語聴覚療法管理学 言語聴覚療法管理学Ⅰ 8 ○ 1
言語聴覚療法管理学Ⅱ 8 ○ 1

失語・高次脳機能
障害学

失語症概論 30 ○ 2
高次脳機能障害学 15 ○ 1
言語聴覚障害診断学 15 ○ 1
失語症・高次脳機能障害 30 ○ 2

言語発達障害学

言語発達障害総論 30 ○ 2
言語発達障害評価学 15 ○ 1
小児の構音障害 15 ○ 1
脳性麻痺 8 ○ 1
学習障害・発達障害 15 ○ 1

発声発語・
摂食嚥下障害学

音声障害 30 ○ 2
吃音概論 15 ○ 1
運動障害性構音障害Ⅰ 15 ○ 1
運動障害性構音障害Ⅱ 30 ○ 2
摂食嚥下障害Ⅰ 15 ○ 1
摂食嚥下障害Ⅱ 30 ○ 2

聴覚障害学

成人・小児の聴覚障害 15 ○ 1
聴能・発語訓練演習 15 ○ 1
聴力検査Ⅰ 8 ○ 1
聴力検査Ⅱ 8 ○ 1
視覚聴覚二重障害・重複障害 15 ○ 1
補聴器・人工内耳 15 ○ 1
聴覚障害学総論 15 ○ 1

地域言語聴覚療法学 地域言語聴覚療法学Ⅰ 8 ○ 1
地域言語聴覚療法学Ⅱ 8 ○ 1

臨床実習

臨床実習Ⅰ（見学実習） 集中 ○ 1
臨床実習Ⅱ（評価実習） 集中 ○ ４
臨床能力評価実習 20 ○ 1
臨床実習Ⅲ（総合実習前期） 集中 ○ ４
臨床実習Ⅳ（総合実習後期） 集中 ○ 5

専門独自科目

医療英会話と英文抄読 15 ○ 1
手話 15 ○ 1
言語聴覚障害学特別講義Ⅰ 15 ○ 1
言語聴覚障害学特別講義Ⅱ 15 ○ 1
音と聴力 15 ○ 1
運動生理学の基礎 15 ○ 2
言語聴覚障害学の基礎 15 ○ 2

総計（卒業要件103単位以上） 101 ４
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2　卒業要件
　 　卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

　　（1）言語聴覚学科に3年以上在籍すること。

　　　　◦　休学期間は在学期間に含めません。

　　　　◦　在学期間は6年を超えることができません。

　　（2）卒業に必要な単位を修得すること。

　　　 　必修科目101単位及び選択科目2単位以上、合計103単位以上を「教養教育分野」及び「専門教育

分野」から以下のとおり修得すること。

単位区分 単位

教養教育分野 （必修）15単位

専門教育分野

専門支持科目 （必修）32単位

専門展開科目 （必修）49単位

専門独自科目
（必修）5単位

（選択）2単位以上

卒業要件：103単位以上

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
　 　言語聴覚学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、言語聴覚士国家試験の受験資格を得られると

ともに、短期大学士（言語聴覚学）の学位が与えられます。

4　履修登録単位数の上限
　 　言語聴覚学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履修

登録単位数の上限を55単位と定めています。

　 　履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　臨床実習
　（1）履修要件

　 　以下の臨床実習科目を履修するためには、次の履修要件を満たさなければなりません。

科目名 配当年次 履修要件

臨床実習Ⅰ（見学実習） 1年後期 「学習の基礎」、「医療概論」の単位を修得していること。

臨床実習Ⅱ（評価実習） 2年後期

「言語聴覚障害学の基礎」、専門展開科目（「臨床実習」

以外）から8科目以上の単位を修得していること。

また、「臨床実習Ⅰ（見学実習）」の単位を修得してい

ること。※1
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救急救命学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　救急救命学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年

前期 後期 前期 後期 必修 選択 自由

教
養
教
育
分
野

人間と文化
日本語表現法 15 ○ 1

英語 15 ○ 1

人間と社会
現代の社会 15 ○ 2

法律入門 15 ○ 2

人間と科学
情報処理 15 ○ 1

数理リテラシー 15 ○ 1

専
門
教
育
分
野

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能

解剖生理学 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅰ 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅱ 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅲ 8 ○ 1

疾患の成り立ちと回復の過程

薬理学 8 ○ 1

病理学 8 ○ 1

微生物学 8 ○ 1

法医学 8 ○ 1

健康と社会保障
社会保障論 8 ○ 1

地域福祉論 8 ○ 1

専
門
展
開
科
目

救急医学概論

医学概論 10 ○ 1

救急救命医療概論 20 ○ 2

救急救命処置概論 20 ○ 2

感染症と災害医療 10 ○ 1

救急症候・病態生理学

救急病態生理学 20 ○ 2

救急症候学Ⅰ 20 ○ 2

救急症候学Ⅱ 20 ○ 2

救急症候学Ⅲ 20 ○ 2

疾病救急医学

疾病救急医学Ⅰ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅱ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅲ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅳ 20 ○ 2

外傷救急医学
外傷学Ⅰ 20 ○ 2

外傷学Ⅱ 20 ○ 2

環境障害・急性中毒学 環境障害・急性中毒学 10 ○ 1

臨地実習

救急救命シミュレーションⅠ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅡ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅢ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅣ 75 ○ 5

臨床実習 20日 ○ ４

救急用自動車同乗実習 5日 ○ 1

総計（卒業要件70単位） 70 - -
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2　卒業要件
　 　卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

　　（1）救急救命学科に2年以上在籍すること。

　　　　◦　休学期間は在学期間に含めません。

　　　　◦　在学期間は４年を超えることができません。

　　（2）卒業に必要な単位を修得すること。

　　　 　必修科目70単位を「教養教育分野」及び「専門教育分野」から以下のとおり修得すること。

単位区分 単位

教養教育分野 （必修）8単位

専門教育分野
専門基礎科目 （必修）10単位

専門展開科目 （必修）52単位

卒業要件：70単位

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
　 　救急救命学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、救急救命士国家試験の受験資格を得られると

ともに、短期大学士（救急救命学）の学位が与えられます。

　 　また、救急救命学科において「社会保障論」「地域福祉論」「医学概論」の単位を修得し卒業することで、

社会福祉主事任用資格を取得することができます。社会福祉主事任用資格は、地方公務員として社会福祉

の増進に携わる際等に求められる任用資格です。資格取得のための手続きや資格証等はなく、学業成績証

明書および卒業証明書をもって、社会福祉主事の資格要件を満たしている旨を証明することになります。

4　履修登録単位数の上限
　 　救急救命学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履修

登録単位数の上限を50単位と定めています。

　 　履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　臨地実習
　（1）履修要件

　 　以下の臨地実習科目を履修するためには、次の履修要件を満たさなければなりません。

科目名 配当年次 履修要件

救急救命シミュレーションⅠ 1年前期 なし

救急救命シミュレーションⅡ 1年後期
救急救命シミュレーションⅠの単位を修得している

こと。

救急救命シミュレーションⅢ 2年前期
救急救命シミュレーションⅡの単位を修得している

こと。
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